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(54)【発明の名称】 電荷増幅型固体撮像素子を備えた電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  被写体への光量を増加することなく、照射光
量の不足を補って画質の優れた明るい映像を表示する。
【解決手段】  モニタ３９が接続されるプロセッサ１０
に、インパクトイオン化現象を生じさせて出力信号電荷
を増幅させることが可能な電荷増幅型固体撮像素子５４
を備えたビデオスコープを接続する。そして、プロセッ
サに電荷増幅処理を実行するための電荷増幅スイッチ３
０Ａを設ける。電荷増幅スイッチ３０Ａが操作された場
合、電荷増幅型固体撮像素子５４から読み出される画像
信号に基づいて被写体像の明るさを検出する。そして、
検出された明るさが観察に支障をきたす明るさである場
合、自動的に電荷増幅処理を実行させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像素子を有するビデオスコープと前記
ビデオスコープが接続されるプロセッサとを備えた電子
内視鏡装置であって、
前記撮像素子が、インパクトイオン化現象を起こすこと
で光電変換により生じた電荷を増幅する電荷増幅処理を
実行可能な電荷増幅型固体撮像素子であることを特徴と
する電子内視鏡装置。
【請求項２】  撮像される被写体像の明るさが観察可能
な所定の明るさに達しているか否かを判断する明るさ判
別手段と、
前記被写体像の明るさが前記所定の明るさに達していな
い場合、前記電荷増幅型固体撮像素子において前記電荷
増幅処理を実行させる電荷増幅処理手段とをさらに有す
ることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】  通常観察時の露光時間に比べて短い露光
時間で撮影するために電子シャッタ動作を実行する電子
シャッタ動作手段と、
前記電子シャッタ動作が実行される場合、前記電荷増幅
型固体撮像素子において前記電荷増幅処理を実行させる
電荷増幅処理手段とをさらに有することを特徴とする請
求項１に記載の電子内視鏡装置。
【請求項４】  被写体を照明するため光源から放射され
る光の光量を調整する光量調整手段と、
撮像される被写体像が適切な明るさで維持されるよう
に、前記光量調整手段を制御することによって光量調整
を実行する自動調光処理手段とをさらに有することを特
徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の電子
内視鏡装置。
【請求項５】  撮像素子を有するビデオスコープと前記
ビデオスコープが接続されるプロセッサとを備えた電子
内視鏡装置であって、前記撮像素子が、インパクトイオ
ン化現象を起こすことで光電変換により生じた電荷を増
幅可能な電荷増幅型固体撮像素子であることを特徴とす
る電子内視鏡装置において実行される電荷増幅処理を実
行するためのプログラムであって、
撮像される被写体像の明るさが観察可能な所定の明るさ
に達している否かを判断する明るさ判別手段と、
前記被写体像の明るさが前記所定の明るさに達していな
い場合、前記電荷増幅型固体撮像素子において前記電荷
増幅処理を実行させる電荷増幅処理手段とを機能させる
ことを特徴とするプログラム。
【請求項６】  撮像素子を有するビデオスコープと前記
ビデオスコープが接続されるプロセッサとを備えた電子
内視鏡装置であって、前記撮像素子が、インパクトイオ
ン化現象を起こすことで光電変換により生じた電荷を増
幅する電荷増幅処理を実行可能な電荷増幅型固体撮像素
子であることを特徴とする電子内視鏡装置において実行
される電荷増幅処理を実行するためのプログラムであっ
て、
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通常観察時の露光時間に比べて短い露光時間で撮影する
ために電子シャッタ動作を実行する電子シャッタ動作手
段と、
前記電子シャッタ動作が実行される場合、前記電荷増幅
型固体撮像素子において前記電荷増幅処理を実行させる
電荷増幅処理手段とを機能させることを特徴とするプロ
グラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、撮像素子を備えた
ビデオスコープ（電子内視鏡）と、撮像素子から読み出
される画像信号を処理するプロセッサとを備えた電子内
視鏡装置に関し、特に、表示される被写体像の明るさを
適正にするための信号処理に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡装置では、モニタに表示され
る被写体像を適切な明るさで維持するために照明光の自
動調光処理が施され、撮像素子から読み出される画像信
号に基づいて被写体像の輝度レベルが検出されると、絞
りを制御することによって光量調整が行われる。例え
ば、胃など内部空間の広い器官を観察する場合におい
て、スコープ先端部と観察対象との距離が離れると、照
射光量を増大させるために絞りが開く。
【０００３】また、器官自身の動きやビデオスコープの
手ブレによって被写体像にブレが生じることを防ぐた
め、電子シャッタ機能を使った被写体像の撮影が可能で
ある。通常観察時の露光時間に比べて高速の電子シャッ
タ速度が設定されると、被写体像の明るさを一定に維持
するために絞りを駆動させて光量を増加させる。さら
に、被写体への光量を増加させても明るい映像が得られ
ない場合、撮像素子から読み出された画像信号はデジタ
ル増幅処理され、これにより明るい映像を表示すること
ができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、光量を
増加させた場合、観察対象に熱傷が生じる危険性があ
る。また、撮像素子から読み出された画像信号を増幅処
理した場合、電気ノイズも増幅処理の際に増幅されてし
まう。熱傷の危険性を抑えながら表示される被写体像を
適正な明るさで維持することは、非常に難しい。
【０００５】そこで本発明では、被写体への光量を増加
することなく、照射光量の不足を補って画質の優れた明
るい映像を表示することができる電子内視鏡装置を提供
することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の電子内視鏡装置
は、撮像素子を有するビデオスコープとビデオスコープ
が接続されるプロセッサとを備えた電子内視鏡装置であ
って、撮像素子は、インパクトイオン化現象を起こすこ
とにより、光電変換によって生じた電荷を増幅する電荷
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3
増幅処理を実行可能な電荷増幅型固体撮像素子であるこ
とを特徴とする。電荷増幅型固体撮像素子では、撮像素
子の受光面から取り出された信号電荷をインパクトイオ
ン化させ、２次電子を生成する。繰り返しインパクトイ
オン化を行うことにより、取り出された電荷を増倍的に
増幅させることが可能である。また、電荷増幅型固体撮
像素子は、電荷増幅処理を実行せずに従来の撮像素子と
同じように信号処理を行うことも可能である。
【０００７】増幅された電荷が出力されることにより、
絞りなどを駆動させて光量を増加させることなく明るい
映像がモニタ等に表示される。すなわち、熱傷の危険性
が生じない。また、照明用の光源ランプの出力が小さ
く、あるいは光ファイバー束の径が細い場合でも、被写
体への光量を増加することなく明るい映像を表示するこ
とができる。さらに、撮像素子から読み出された信号を
増幅しないためにノイズが増幅されず、ノイズの抑えら
れた被写体像が表示される。照射光量が不足している場
合にのみ電荷増幅処理を実行させれば、効率的に撮像素
子を駆動することができる。例えばビデオスコープなど
に、オペレータが電荷増幅処理を実行させるために操作
するスイッチを設けるのが好ましい。
【０００８】動画像を表示している間、被写体像を常に
適切な明るさに維持するため、自動調光処理が実行され
るのが好ましい。この場合、電子内視鏡装置は、被写体
を照明するため光源から放射される光の光量を調整する
光量調整手段と、表示される被写体像が適切な明るさで
維持されるように、光量調整手段を制御することによっ
て光量調整を実行する自動調光処理手段とを備える。例
えば、自動蝶光量処理手段は、撮像素子から読み出され
る画像信号に基づいて被写体像の輝度レベルを算出し、
輝度レベルと参照輝度レベルとの差に基づいて光量調整
手段を駆動させる。光量調整手段は、例えば絞りであ
り、または液晶板でもよい。あるいは、光源として発光
ダイオードなどを用い、電流調整によって発光量を制御
するための光源制御回路であってもよい。
【０００９】必要なときだけ電荷増幅処理を自動的に実
行できるようにするため、電子内視鏡装置は、表示され
る被写体像の明るさが観察可能な所定の明るさに達して
いる否かを判断する明るさ判別手段と、被写体像の明る
さが所定の明るさに達していない場合、電荷増幅型固体
撮像素子において電荷増幅処理を実行させる電荷増幅処
理手段とを備えているのが好ましい。ここでの所定の明
るさは、観察可能な明るさの範囲の中で下限付近の明る
さを示し、必要に応じて設定変更できるようにすればよ
い。例えば、観察可能な明るさ範囲の限界となる明るさ
に設定される。被写体像の明るさに関しては、電荷増幅
型固体撮像素子から読み出される画像信号に基づいて輝
度レベルを算出すればよく、その輝度レベルが所定の明
るさに応じた輝度レベルを超えているか否かによって電
荷増幅処理を実行させればよい。特に、自動調光処理が
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実行されている状態において、絞りを全開にするなどし
て被写体への光量を最大にしても被写体像が暗く表示さ
れる場合、自動的に電荷増幅処理が実行され、適切な明
るさで被写体像が表示される。このような自動的電荷増
幅処理により、被写体が遠距離にある場合（例えば、胃
観察用スコープの先端部を胃の中で１８０度湾曲させた
状態で観察する場合）でも、十分明るい映像が表示され
る。
【００１０】観察対象自身に動きがある場合や、保持し
ているビデオスコープに手ブレが生じた場合、得られる
被写体像に像ブレが生じる。像ブレ防止のため、電子内
視鏡装置は、通常観察時の露光時間に比べて短い露光時
間で撮影するために電子シャッタ動作を実行する電子シ
ャッタ動作手段を備えるのが好ましい。露光時間が短く
なることから、電子シャッタ動作を実行する直前の被写
体像の明るさを維持するため、電子内視鏡装置は、電子
シャッタ動作が実行される場合、電荷増幅型固体撮像素
子において電荷増幅処理を実行させる電荷増幅処理手段
を備えるのがよい。絞りを駆動させてこう光量増加をさ
せることなく、明るい被写体像を表示することができ
る。増幅処理時のゲイン値は、通常観察時における露光
時間（画像信号読出し時間間隔）と電子シャッタ速度と
に従って定めればよい。特に、自動調光処理が実行され
ている場合、電子シャッタ動作の実行前と実行後に被写
体像の明るさが変化しないように、ゲイン値を定めるの
がよい。
【００１１】本発明のプログラムは、撮像素子を有する
ビデオスコープとビデオスコープが接続されるプロセッ
サとを備えた電子内視鏡装置であって、撮像素子が、イ
ンパクトイオン化現象を起こすことで光電変換により生
じた電荷を増幅する電荷増幅処理を実行可能な電荷増幅
型固体撮像素子であることを特徴とする電子内視鏡装置
において実行される電荷増幅処理を実行するためのプロ
グラムであって、撮像される被写体像の明るさが観察可
能な所定の明るさに達している否かを判断する明るさ判
別手段と、被写体像の明るさが所定の明るさに達してい
ない場合、電荷増幅型固体撮像素子において電荷増幅処
理を実行させる電荷増幅処理手段とを機能させることを
特徴とする。
【００１２】本発明のプログラムは、撮像素子を有する
ビデオスコープとビデオスコープが接続されるプロセッ
サとを備えた電子内視鏡装置であって、撮像素子が、イ
ンパクトイオン化現象を起こすことで光電変換により生
じた電荷を増幅する電荷増幅処理を実行可能な電荷増幅
型固体撮像素子であることを特徴とする電子内視鏡装置
において実行される電荷増幅処理を実行するためのプロ
グラムであって、通常観察時の露光時間に比べて短い露
光時間で撮影するために電子シャッタ動作を実行する電
子シャッタ動作手段と、電子シャッタ動作が実行される
場合、電荷増幅型固体撮像素子において電荷増幅処理を
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5
実行させる電荷増幅処理手段とを機能させることを特徴
とする。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下では、図面を参照して本発明
の実施形態である電子内視鏡装置について説明する。
【００１４】図１は、第１の実施形態である電子内視鏡
装置のブロック図である。電子内視鏡装置は、胃など体
内の器官に対して検査、手術などを行うための装置であ
り、検査等が開始されると、ビデオスコープが観察部位
の撮影のため体内へ挿入される。
【００１５】電子内視鏡装置では、電荷増幅型固体撮像
素子５４を有するビデオスコープ５０と、ビデオスコー
プ５０から送られてくる画像信号を処理するプロセッサ
１０とが備えられ、被写体像を表示するモニタ３９がプ
ロセッサ１０に接続される。ビデオスコープ５０はプロ
セッサ１０に着脱自在に接続され、また、キーボード３
５と静止画像記録用のレコーダ４０とがプロセッサ１０
に接続される。
【００１６】光源ランプ１２から放射された光は、絞り
３４および集光レンズ（図示せず）を介してビデオスコ
ープ１０内に設けられた光ファイバー束５１の入射端５
１Ａに入射する。光ファイバー束５１は、ランプ１２か
ら放射される光を観察部位のあるビデオスコープ５０の
先端部５０Ａの方へ伝達する光ファイバーであり、光フ
ァイバー束５１を通った光は出射端５１Ｂから出射す
る。これにより、観察部位Ｓに光が照射される。
【００１７】観察部位Ｓにおいて反射した光は、対物光
学系（ここでは図示せず）を通って電荷増幅型固体撮像
素子５４の受光面に到達し、これにより、観察部位Ｓの
像が電荷増幅型固体撮像素子５４の受光面に形成され
る。本実施形態では、カラー撮像方式として単板同時式
が適用されており、ＣＣＤの受光面上にはイエロー（Ｙ
ｅ）、シアン（Ｃｙ）、マゼンタ（Ｍｇ）、グリーン
（Ｇ）の色要素が市松状に並べられた補色カラーフィル
タ（図示せず）が受光面の各画素に対応するよう配置さ
れている。電荷増幅型固体撮像素子５４では、補色カラ
ーフィルタを通る色に応じた被写体像の画像信号が光電
変換により発生し、１フレームもしくは１フィールド分
の画像信号が、色差線順次方式に従って所定時間間隔ご
とに順次読み出される。カラーテレビジョン方式として
は例えばＮＴＳＣ方式が適用されており、１／３０（１
／６０）秒間隔ごとに１フレーム（１フィールド）分の
画像信号が順次読み出され、プロセッサ１０へ送られ
る。電荷増幅型固体撮像素子５４は、撮像素子駆動回路
５６によって駆動される。
【００１８】プロセッサ１０の信号処理回路２０には、
画像信号読み出しのタイミング（ディレイタイム）を調
整するタイミング回路、ホワイトバランス調整のために
Ｒ，Ｇ，Ｂのゲインコントロールを行うＲおよびＢゲイ
ン回路、ガンマ補正を行うためのガンマ補正回路、輝度
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信号、色差信号を生成するためのカラーマトリクス回路
などが含まれている（いずれも図示せず）。信号処理回
路２０に入力された画像信号に対して様々な処理が各回
路において施され、その結果、映像信号が生成される。
生成された映像信号はＮＴＳＣコンポジット信号、Ｙ／
Ｃ分離信号（Ｓビデオ信号）、ＲＧＢ分離信号などのビ
デオ信号としてモニタ３９へ出力され、これにより被写
体像がモニタ３９に映し出される。
【００１９】ＣＰＵ（Central Processing Unit）を含
むシステムコントロール回路２４は、プロセッサ１０全
体を制御しており、撮像素子駆動回路５６、信号処理回
路２０などの各回路に制御信号を出力するとともに、プ
ロセッサ全体の動作を実行するためのプログラムを格納
したＲＯＭ（図示せず）を有する。ビデオスコープ５０
内にはデータ書き換え可能なＥＥＰＲＯＭ５７が設けら
れており、ビデオスコープ５０の特性に関するデータが
ＥＥＰＲＯＭ５７にあらかじめ記憶されている。ビデオ
スコープ５０がプロセッサ１０に接続されると、ＥＥＰ
ＲＯＭ５７内に格納されたデータがプロセッサ１０へ送
られ、システムコントロール回路２４内のメモリ（図示
せず）に格納される。また、ビデオスコープ５０の着脱
時において、装着および取り外しを検出するための検出
回路（図示せず）が設けられており、ビデオスコープ５
０が着脱されるとシステムコントロール回路２４へ検出
信号が送られる。
【００２０】プロセッサ１０のフロントパネルには一連
のパネルスイッチ３０が設けられており、パネルスイッ
チ３０に対する操作に応じた処理が実行される。電荷増
幅スイッチ３０Ａは、後述する電荷増幅型固体撮像素子
５４に関する電荷増幅動作を実行するためのスイッチで
ある。また、電子シャッタスイッチ４０Ｂは、後述する
電子シャッタ動作を実行するためのスイッチである。ビ
デオスコープ５０にはフリーズスイッチ（図示せず）が
設けられており、フリーズスイッチが操作されると、フ
リーズ動作が実行される。すなわち、１フレーム分の画
像信号が信号処理回路２０内のメモリ（図示せず）に格
納され、格納された画像信号に基づいて映像信号がレコ
ーダ４０に送られる。メモリ内の画像信号のデータが更
新されない状態が維持されることにより、静止画像がモ
ニタ３９に表示される。
【００２１】ライトガイド５１の入射端５１Ａと光源１
２との間には被写体Ｓに照射される光の光量を調整する
ための絞り３４が設けられており、絞り３４はモータ３
３の駆動によって開閉する。モータ３３はステッピング
モータであり、絞り制御回路３２から送られてくるパル
ス信号に従って駆動（回転）する。信号処理回路２０で
は、入力される画像信号に基づいて１フレーム分の輝度
信号が生成され、システムコントロール回路２４へ送ら
れる。システムコントロール回路２４では、被写体像の
代表的明るさを示す輝度平均値が送られてきた輝度信号
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7
に基づいて算出され、輝度平均値と被写体像の適切な明
るさを示す参照輝度値との差に基づいて、絞り制御回路
３２へ制御信号が出力される。そして、被写体像が適切
な明るさで維持されるように、モータ３３の駆動によっ
て絞り３４が開閉する。本実施形態では、このような自
動調光処理が１／６０秒間隔毎に割り込み処理として実
行される。
【００２２】図２は、ビデオスコープ５０の先端部５０
Ａの内部構成を模式的に示した図である。
【００２３】ビデオスコープ５０の先端部５０Ａには、
光ファイバー束５１の出射端５１Ｂから射出される光を
拡散させるための配光レンズ５５と、被写体像を電荷増
幅型固体撮像素子５４の受光面に結像させるための対物
光学系５３とが設けられており、また、電荷増幅型固体
撮像素子５４の背面（対物光学系５３の反対側）には、
電荷増幅型固体撮像素子５４を冷却するためのぺルチェ
素子５９が設けられている。
【００２４】本実施形態で適用される電荷増幅型固体撮
像素子５４は、インパクトイオン化現象を起こして２次
電子を発生させることにより、電荷を増幅させることが
できる固体撮像素子である。したがって、従来の撮像素
子を使用したときのように読み出された信号電荷を増幅
器で増幅させる必要がない。また、電荷増幅処理が撮像
素子において実行されるため、電荷増幅型固体撮像素子
５４から電荷を読み出すときのノイズは増幅されず、ノ
イズの重畳なく信号の出力レベルを上げることができ
る。本実施形態では、オペレータがパネルスイッチ３０
の電荷増幅スイッチ３０Ａを操作することによって電荷
増幅処理が実行される。電荷増幅スイッチ３０Ａが操作
されない場合、電荷の増幅処理は実行されずに電荷増幅
型スイッチ３０Ａから信号電荷が読み出される。
【００２５】図３は、電荷増幅スイッチ３０Ａの操作に
応じた電荷増幅処理動作のフローチャートを示した図で
ある。
【００２６】ステップＳ１０１では、電荷増幅スイッチ
３０Ａに対する信号レベルが検出される。ステップＳ１
０２では、オペレータの操作によって電荷増幅スイッチ
３０Ａの信号レベルがＯＮ状態のレベルであるか否か、
すなわち、電荷増幅スイッチ３０ＡがＯＮ状態であるか
否かが判断される。電荷増幅スイッチ３０ＡがＯＮ状態
ではないと判断された場合、ステップＳ１０６へ進む。
ステップＳ１０６では、電荷増幅処理動作をＯＦＦす
る、すなわち電荷増倍処理動作を行わずに信号電荷が出
力されるように撮像素子駆動回路５６へ制御信号が出力
され、この制御信号に基づいて電荷増幅型固体撮像素子
５４が駆動される。ステップＳ１０６が実行されると、
ステップＳ１０７へ移る。
【００２７】一方、ステップＳ１０２において電荷増幅
スイッチ３０ＡがＯＮ状態であると判断された場合、ス
テップＳ１０３へ進む。ステップＳ１０３では、被写体
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像の明るさを検出するため、電荷増幅型固体撮像素子５
４から読み出された画像信号に基づいて輝度値Ｙが算出
される。ここでの輝度値は、被写体像の明るさのレベル
を２５６段階に分けて、０～２５５のいずれかの整数で
表される。輝度値Ｙとしては、１フレーム分の被写体像
の平均輝度を算出する。そして、ステップＳ１０４で
は、輝度値Ｙが限界輝度値Ｙ０より小さいか否かが判断
される。本実施形態では、限界輝度値Ｙ０は、表示され
る被写体像の明るさが観察に支障をきたさない範囲の中
で最低限度の明るさを表しており、自動調光処理におい
て設定される参照輝度値より小さい値となる。輝度値Ｙ
が限界輝度値Ｙ０以上であると判断された場合、ステッ
プＳ１０６へ進み、電荷増幅処理動作は実行されない。
一方、輝度値Ｙが限界輝度値Ｙ０より小さいと判断され
た場合、ステップＳ１０５へ進み、電荷増幅処理動作を
ＯＮする、すなわち電荷増幅型固体撮像素子５４におい
て電荷増幅処理動作が実行されるように制御信号が撮像
素子駆動回路５６へ送られる。ステップＳ１０５が実行
されると、ステップＳ１０７へ移る。
【００２８】ステップＳ１０７では、観察を終了するた
めビデオスコープ５０がプロセッサ１０から取り外され
たか否かが判断される。ビデオスコープ５０は取り外さ
れていないと判断された場合、ステップＳ１０１へ戻
る。一方、ビデオスコープ５０が取り外されたと判断さ
れた場合、この電荷増幅処理動作のルーチンは終了す
る。
【００２９】図４は、電子シャッタ動作に対応するフロ
ーチャートを示した図である。
【００３０】ステップＳ２０１では、パネルスイッチ３
０の電子シャッタスイッチ３０Ｂに対する信号レベルが
検出される。ステップＳ２０２では、電子シャッタスイ
ッチ３０Ｂがオペレータの操作によってＯＮ状態である
か否か、すなわちステップＳ２０１で検出された信号レ
ベルがＯＮ状態に対応するレベルであるか否かが判断さ
れる。電子シャッタスイッチ３０ＢがＯＮ状態ではない
と判断された場合、ステップＳ２０４へ進む。ステップ
Ｓ２０４では、電荷増倍処理動作を行わずに信号電荷が
出力されるように撮像素子駆動回路５６へ制御信号が出
力され、この制御信号に基づいて電荷増幅型固体撮像素
子５４が駆動される。ステップＳ２０４が実行される
と、ステップＳ２０５へ移る。
【００３１】一方、ステップＳ２０２において電子シャ
ッタスイッチ３０ＢがＯＮ状態であると判断された場
合、ステップＳ２０３へ進む。ステップＳ２０３では、
あらかじめ定められた電子シャッタ速度に従って信号電
荷が出力されるように、電荷増幅型固体撮像素子５４が
駆動される。ここでの電子シャッタ速度は、通常観察時
における画像信号読出し時間間隔（＝１／６０秒）の２
倍（＝１／１２０秒）に設定されている。電荷増幅処理
動作が実行されるように制御信号が撮像素子駆動回路５
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６へ送られる。電荷増幅時のゲイン値は、電子シャッタ
速度に従って定められ、ここでは２倍となる。ステップ
Ｓ２０３が実行されると、ステップＳ２０５へ移る。
【００３２】ステップＳ２０５では、観察を終了するた
めビデオスコープ５０がプロセッサ１０から取り外され
たか否かが判断される。ビデオスコープ５０は取り外さ
れていないと判断された場合、ステップＳ２０１へ戻
る。一方、ビデオスコープ５０が取り外されたと判断さ
れた場合、この電子シャッタ処理動作のルーチンは終了
する。
【００３３】このように本実施形態によれば、電荷増幅
型固体撮像素子５４がビデオスコープ５０に設けられて
おり、電荷増幅スイッチ３０Ａを操作することによって
モニタ３９に表示される被写体像は常に適正な明るさで
維持される。また、電子シャッタスイッチ３０Ｂが操作
されると電子シャッタ動作が実行され、このとき電荷増
幅処理が実行される。このため、照明光量を増加するこ
となくブレのない映像を表示することができ、また、フ
リーズスイッチを操作することによって鮮明な静止画像
を記録することができる。 *
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*【００３４】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、被写体へ
の照明光量を増加することなく、照射光量の不足を補っ
て画質の優れた明るい映像を表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図
である。
【図２】スコープ先端部の内部構成を模式的に示した図
である。
【図３】電荷増幅スイッチに対する操作に応じた電荷増
幅処理のフローチャートを示した図である。
【図４】電子シャッタスイッチに対する操作に応じた電
荷増幅処理のフローチャートを示した図である。
【符号の説明】
１０  プロセッサ
３０Ａ  電荷増幅スイッチ
３０Ｂ  電子シャッタスイッチ
５０  ビデオスコープ
５４  電荷増幅型固体撮像素子
５６  撮像素子駆動回路

【図１】
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